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小脳原性てんかんが疑われる１例
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　要旨：小脳腫瘍を合併し，新生児期に発症した hemifacial spasm の１１生月女児を報告した．生後数日

より左眼のまばたきが多いことに気付かれ，６
　
 生月頃から眼球および頭部の左方偏位と四肢の伸展を伴

い，数秒間持続する発作が１時間に４，５
　
 回出現した．てんかん発作との鑑別のため，複数回のビデオ脳

波同時記録を行ったが，発作時，非発作時ともに異常所見は認めなかった．抗けいれん剤には抵抗性であ

り，頭部 CT，MRI で左上，中小脳脚を中心に第四脳室に突出する腫瘍を合併していた．小児の HFS 報

告例１４例中９例に小脳腫瘍を合併しており，発症時期は新生時期が多く，全例１歳以下であった．HFS の

みでなく，眼球，頭部の偏位や四肢の不随意運動を伴うことが多い．小児の顔面の片側けいれんの病態は，

小脳起源のてんかんの可能性が報告されており，成人における顔面神経の root entry zone での圧排とは

病態が異なっている．
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